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資料紹介
「カール・メンガー文庫（マイクロ版集成）」について
1870年代初頭は、それがいわゆる「限界革命」の
名で知られる経済学のアプローチにおける新機軸を、
イギリス（シェヴォンズ 『経済学の理論』1871)、
オーストリア（メンガー 『国民経済学原理』1871)、
スイス（ワルラス 『純粋経済学要論』1874-77) と
いう別箇の文化圏に属する国<‘にで、 しかもはほ同
じ時期にそれぞれ独立に生み出したことにおいて、
経済学史上の一大画期をなしている。だが、「限界
革命」の名を冠せられるこの経済分析用具上の革新
のカナメをどこで押えるかということになると、そ
こにはいくつかの説が併存していて、必ずしも分明
でない。いまかりにその核心をも っとも 古い通説に
したがって限界効用価値論の確立に求めるなら、オ
ーストリア 学派の始祖カール・メンガー (Carl
Menger 1840 -1921) を以上のトリオの筆頭におく
ことにとくに異論はあるまい。ところでそのメンガ
ーは他方で目著『国民経済学原理』にたいするドイ
ツ学界の無理解に憤り、そうした状況を打破するた
めに、 当時のドイツの経済学界で支配的であった歴
史学派の歴史的方法を真っ向から批判し、 具体的現
象のなかに繰り返し現われる定型の認識をめざすと
ころの真に「精密科学」の名に値する理論認識の優
位を 主張したが（『社会科学、とくに経済学の方法
に関する研究』1883)、それは直ちに新歴史学派の
巨匠シュモラーの激烈な批判（「国家および社会科
学の方法論によせて」、『シュモラー年報』1883) を
招くとともに、それにたいしてメンガーはメンガー
でさらに小冊子 『ドイツ国民経済学における歴史主
義の誤謬』 (1884) を執筆して追い討ちをかけるな
ど、いわゆる方法論論争においても、彼は一方の立
役者としてはなばなしい活躍ぶりをホした。
このように、経済学の歴史の上に見逃すことので
きない巨大な足跡を残したメンガーであ ったが、 し
かし同時に彼は有数の蔵書家でもあ った。ウィーン
大学とプラハ大学の 2つの大学を終え、最初シャー
ナリズムの世界に身を投した彼が、ウィーン大学の
私講師の地位を経て同大学の経済学担当の正教授に
なったのは1879年、38歳のときであ ったが、その彼
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がいつ頃から意識的計画的に経済学を中心にした杜
会科学の文献の蒐集に乗り出したのかば必すしも定
かでない。だが研究のかたわら、彼か私財の少なか
らざる部分を投じて購入した文献は晩年には 2万冊
以上に達し (II、しかも蒐集の範囲は社会科学の文
献を中核としなからもその範囲を越えて、地理、民
族誌や旅行記の類、はては語学や書誌学にまで及ん
でいる。しかもその水準が格段に高いことはつぎの
ー事をもってしても明らかであろう 。経済学を中心
にした社会科学の文献のすぐれた蒐集で世界にその
名を知 られ、わが国の経済学史、思想史の研究者か
しはしは訪れ、ときには恩恵に浴する文庫に、ゴー
ルドスミス文庫 （ロンドン大学）、クレス文庫 （ハ
ーバード大学）、セリグマン文庫（コロンビア大
学）があるか、ここでとりあげるメンガーの蔵普は
充分それらに比肩しうるものであって、さきの 3つ
の文庫 とあわせてときに世界の 4大文庫 と称せられ
ることがあるのがすなわちこれである。
カール・メンガー (CarlMenger) 
もっともわか国には経済学史に名を残した経済学
者たちの蔵書にもとづく著名な文庫か他にないわけ
ではない。ビュッヒャー文庫（京大）、ゾンバルト
文庫（大阪市大）、ローダーデール文庫（東京経大
と早稲田大学 とで分有）などがそれであるか、これ
らの文庫のなかでメンガー文庫が質量 ともに一等地
を抜くも のであること は、衆目の一致するところで
「カール・メンガー文庫（マイクロ版集成）」について
あろう。
※ 
ではそのような世界でも屈指の経済学、社会科学
に関する文庫がどのようないきさつでわが国に渡来
し、 一橋大学図書館（現在は同大学社会科学古典資
料センター）に所蔵されるようになったのであろう
か。 I2 I話はいまから75年以前の遠い時代にまでさ
かのほる。よわい80歳でメンガーが死去したのは
1921年の 2月であ ったか、彼は生前夫人に自分の死
後はこの文庫を売って生活費にあてるようにいった
といわれる。そういったわけで、メンガーの没後彼
が永年勤務していたウィーン大学かまず文庫購人の
名乗をあげたものの、恐らくは支払条件の問題で折
り合いがつかず、断念のやむなきにいたった。
他方丁度その頃、東京商科大学（現一橋大学）の
大塚金之助か大学派遣の留学生 (1919-1924) とし
てベルリンに滞在していたが、 『エコノミック・ジ
ャーナル』にメンガーの追悼文が載り、それをとお
して彼の「私文庫が当時の世界第一級の経済文庫で
ある」ことを知った。その文庫が売 りに出されてい
ることをどのようなルートで大塚か耳にしたのか、
今の私にはわか らない。それはともかく、大塚は早
速当時ベルリンに滞在していた他の 6人の東京商大
の留学生 と相談し、文庫の購入方を要望する電報を
大学図書館長の三浦新七宛てに打った。それにたい
して (1922年） 6月22日、大塚は学長佐野善作名の
「メンガー文庫非常によけれは苦面しても 買いたし。
よくしらべすぐ返」という返電を受け取った。ベル
リン在住の留学生たちは欣喜雀躍、恐らくは大塚と
金子鷹之助が、あるいは 3、 4人の他のものがウィ
ーンに赴き、約 1週間かけて文庫の調査にあたると
ともに、値段や支払条件等についてメンガー夫人と
折衝し、 7月22日同僚の岩田新の名前でつぎのよう
な電文を打電した。「価格 3万弗、スイス払、非常
によけれは、是非御都合ありたし」。 ドル払という
のは、当時オーストリアが大インフレーションに見
舞われていたからである。 また支払場所がメンガー
夫人の側からスイスに指定されたのは、オーストリ
アで支払うと、「多額の没収に会うおそれが」あ っ
たからである。折り返し (7月28日）返電が飛米し、
「メンガー買え」とあったのには一同安堵し、お互
に喜びあ ったが、 「値段ねぎれ」というそれにつつ‘
く電文には頭をかかえたであろう。なにぶん相手側
には家庭付の顧問弁護士かついていたし、それに購
入をめぐ ってアメリカ人一人とスイス人一人という
手強い競争相手がひかえていたからである。交渉の
経過は詳らかでないが、結局すでに大学に知らせて
いた条件で契約せざるをえなかった。しかもそのう
え、大学側としては上記の 3万ドルの他に「運賃、
保険料、澳国よりの輸出税その他の費用」を負担し
なければならなかったから、文庫の購入のために邦
貨で総計約 7万円を費やしたといわれる。当時の東
京商大の通常の年間図書購入晋は約 2万円だったそ
うだから、大学当局としてはそれの 3倍半の金を一
度にしかも臨時に調逹しなければならなかったわけ
で、苦労のはどが偲はれるとともに、大英断だった
といわなければならない。
メンガー夫人を囲む大塚金之助、金子鷹之助、
渡辺大輔（写真右から）
ところで、 支払の問題は片付いたとしても、大塚
たちには荷造と発送の仕事がなお残されていた。厄
介だったのは当時のオーストリアでは「オーストリ
ア人の財産は国外に持ち出してはならないという法
律が出ていた」ことである。思案のあげく、大塚た
ちはウィーン駐在の本多熊太郎公使と相談して外交
特権の利用てきる公使館の荷物に仕立てあげること
にし、 57箱13)に「日本公使館」という印を押して
10月末固境を越えさせた。ハンブルグ港経由で、海
路荷物が東京に到着したのは、翌年の 2月であった。
※ 
つぎにこの文庫のマイクロ化にさいしておこなわ
れた仕分けのあらましを紹介することで（補山、文庫
の概略をみてみることにしよう。このマイクロ化に
あたって文庫の全体はつぎの16セクションに分割さ
れている。
第 1セクション：社会科学／英語文献
第 1ユニット 135リール
第 2ユニット 135リール
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第2セクション：社会科学／ドイツ語文献／古ドイ
ツ語文献
108リール
第 3セクション：社会科学／ドイツ語文献／便覧類
135リール
第4セクション：社会科学／ドイツ語文献／モノグ
ラフ
第 1ユニット 166リール
第 2ユニット 167リール
第 5セクション：社会科学／フランス語文献
第 1ユニット 143リール
第 2ユニット 143リール
第 3ユニット 143リール
第6セクション：社会科学／イタリア語文献および
その他の言語文献
107リール
第7セクション：社会科学／ラテン語文献・インキ
ュナプラ
115リール
第8セクション：法律学
160リール
第9セクション：歴史学
195リール
第10セクション：地理学、社会学
64リール
第11セクション：統計
53リール
第12セクション：人類学、民族学、哲学、神学、自
然科学
123リール
第13セクション：語学、書誌学
120リール
第14セクション：紀行
第 1ユニ？卜 141リール
第2ユニット 142リール
第15セクション：逐次刊行物
117リール
第16セクション：その他
187リール
以上を瞥見して気づいたことを少しばかり述べて
おくと、つぎのようにいえよう。本には厚いものも
あれば薄いものもあるから、 リール数の大小が直ち
に文献の点数の多少を示すとはいえない。だがそれ
は一Jiもの目安にはなるであろう。そのことを念頭に
おいてまず全体を眺めると、本文庫は社会科学の文
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献の蒐集を主体にしているけれども、その範囲を越
える文献もかなり輻広く集められていることが注目
される。とりわけ、これは八木紀一郎がつとに注目
しているところだが、地理や民族誌に関する文献、
ことに旅行記が数多く集められていて、異彩を放っ
ている。メンガーはかつてウィーン大学の助教授時
代、皇后エリザベートの周囲のサークルの依頼で皇
太子ルードルフの家庭教師をつとめただけでなく、
以後その将来に多大の期待をかけていたといわれる。
そのルードルフが生来旅行好きだったこと、さらに
その彼が、「ハプスプルク帝国を構成する諸民族の
相互理解に資するようにと帝国諸地域の大規模な地
理・民族誌を企画し」、「メンガーもこの企画に最初
から参加し」たことが以上の蒐書に影響したのでは
ないか、というのが八木の推測である。 (4)
他方、社会科学の領域についてみると、当然のこ
とながらドイツ語の文献が主軸をなしている。だが
ユニット数から推測すると、経済学の母国イギリス
を中心とした英語文献の方がフランス語文献よりも
点数において見劣りするように思われるのは、奇異
の感をいなみえない。今回は詳細に調査することが
できなかったけれども、以上のことは本文庫のマイ
クロ版集成の『リールガイド』の索引で大づかみに
くらべてみただけでも簡単に浮かび上ってくる事実
であって、そうだとすれば、それがどのような事情
に由来するのか興味のあるところである。もっとも
そうはいっても、その英語文献にしても、約2000冊
収蔵されているといわれるから、それだけで偉観で
あることは間違いない。
とはいうものの、文庫の水準はその量よりもまず
質にあるというべきである。そしてその点でも本文
庫は経済学史ひいては社会科学の研究者にとって文
字通りの宝庫である。以下そのことを経済学の文献
を中心に少しばかりみてみたい。
※ 
伝統的な旧説ではいわゆる官房学派 (Kameral-
ismus) をドイツ重商主義に比定するのがならわし
であり、それはハレ大学とフランクフルト・アム・
オーデル大学とに官房学の講座がひらかれた1727年
を境にさらに前期と後期に 2分されるが、この学派
に属する理論家たちの著書は今 Hではすべて稀親書
の部類に入る。ところが高柳良治も伝えるように(5)、
本文庫には前期カメラリズムの代表者ゼッケンドル
フ（ドイツ人）やベッヒャー、シュレーダー、ホル
ニック（すべてオーストリア人）の著書が、また後
「カール・メンガー文庫（マイクロ版集成）」について
期カメラリズムの代表者ユスティやゾンネンフェル
スらの著書がすべて綱羅されている。
他方、イギリス重商主義に目を移すと、本文庫に
はそのすべてが代表作であるか否かはともかく、以
下の人ぴとの著作が収蔵されていてさすがはと息わ
せる。（カッコ内は重複部分を除いた作品点数を示
す）。ヴァンダーリント（ 1)、ロバート・ウォーレ
ス (1)、カルペパー（子） （1)、チャールズ・キ
ング（ 1)、ジョン・ケアリー (2)、ステュアート
(2)、ダヴェナント (1)、タッカー (11)、チ
ャイルド (2)、デフォー (18)、テンプル (1)、
ノース (3)、ハリス（ 1)、ヒューム (6)、ペテ
ィ (7)、ポレックスフェン（ 1)、マッシー (4)、
マリーンズ（ 1)、マン (2)、マンドヴィル (2)、
ヤング (2)、ロック（ 1)。これにたいして、その
著作が一点も所蔵されていない人ぴとはつぎのとお
りである。グレゴリー・キング、グレシャム、バー
クリー、バーボン、 ミッセルデン。
他方重農主義の文献についてみると、ケネーの著
作はいうまでもなく、重農主義の先駆者ポワギユベ
ールの著作を筆頭に、 ミラポー、メルシェ・ド・ラ
・リヴィエール、ポードー、ル・トローヌ、チュル
ゴーなどの著作が所蔵されており、みあたらないの
は、デュポン・ド・ヌムールの著書だけである。
メンガーがオーストリア学派の始祖であり、また
方法論をめぐってドイツ歴史学派を手きぴしく批判
したことからいって、歴史学派の文献とオーストリ
ア学派の文献がとくに充実していることはいうまで
もない。だがイギリス古典学派の文献もそれにおと
らず揃えられていて、たとえばその著書の所蔵され
ている古典学派とその周辺の著作家たちの名前だけ
でも記しておくと（リカードウ派社会主義者を除
く）、以下のとおりである。アットウッド、アンダ
ーソン、イーデン、ウエスト、オーヴァーストーン、
ケアンズ、ジェニングズ、ジョーンズ、ジョプリン、
シーニョア、 D. ステュワート、スミス、 H. ソー
ントン、 w.ソーントント、タウンゼンド、チャー
マーズ、 ド・クィンシー、 トゥーク、 トレンズ、ヒ
ューウェル、プキャナン、フラートン、ベイリー、
ベンサム、ホエートリ、マカロック、マルサス、 J.
ミル、 J. s. ミル、ラムジー、 リカードウ、 リー
ド、ルーク、 w.ロイド、ローダーデール、ロング
フィールド、ロンジなど。
以上の諸家のうち、スミス、 リカードウ、マルサ
ス、 J.s. ミルにかぎってのみ、その主著の各版
の収蔵状況を探ぐってみるとつぎのとおりである。
スミス『国富論』は初版 (1776) から 5版 (1789)
まですべて揃っている。リカードウ『経済学およぴ
課税の原理』は初版 (1817) から 3版 (1821) まで
所蔵されている。マルサス『経済学原理』も初版
(1820) と2版 (1836)のいずれもがある。ところ
が奇妙なことに、マルサス『人口論』はプレヴォ訳
のフランス語訳は存在していても、英語原本はまっ
たくみあたらない。実はこれにはわけがあるのであ
って、岩本吉弘によれば（ 6)、関東大震災の後に東
大経済学部の要請により同学部に譲渡されたメンガ
ー文庫の蔵書44件80冊のなかに『人口論』の初版か
ら6版までが含まれているから、本来メンガー文庫
には『人口論』の主要な版が収まっていたのである。
他方、ミルの『経済学原理』は生前 7版まで刊行さ
れたが、本文庫には初版とあとはミルの死後出版さ
れた 8版しか存在しない。
社会主義文献の蒐集家としてはカールの弟で「労
働全収権論史』の著者として名を馳せたアントン・
メンガーが有名であるが、本文庫も社会主義文献の
蒐集の面でも相当なものである。高柳もいうよう
に（ 7)、収蔵は「サン＝シモン、オーエン、フーリ
工、コンシデラン等の初期社会主義者からマルクス、
エンゲルスヘ、さらにラッサール、カウッキー等の
マルクス以後に及ぶ徹底ぶりである」が、私として
はさらに以下の諸点に気づいた。一つはフランス社
会主義ではプルードンの著作が多数集められている
ことである。第 2にマルクス主義関係の文献ではつ
ぎの 3点がHについた。（イ） ロシア・マルクス主義
者の文献は一点も存在しない。（口） ドイツ社会民主
党系の理論家については、カウッキーの著書のほか
にベルンシュタイン、 リープクネヒト、ベーベル、
メーリングの著作は多数収蔵されているのに、ロー
ザ・ルクセンプルクの著書は 1点もみあたらない。
（ハ） オーストリア・マルクス主義者の著作の所蔵が
意外に貧弱である。ちなみに、ヒルファーディング
の『ポェーム＝バヴェルクのマルクス批判』は存在
するのに、『金融資本論』が所蔵されていないのが
印象的であった。最後にマルクスの著書で初版の所
蔵されているもののみあげておけば、以下のとおり
である。『資本論』 (I,1867 : I, 1885 : II, 1894)、
カウッキー版『剰余価値学説史』全 3冊 (1905-
1910)、『経済学批判』 (1859)、『哲学の貧困』 (1847)、
r賃労働と資本』 (1880)、『独仏年誌』 (1844)。
※ 
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本文庫のマイクロ版集成への推薦文で八木紀一郎、
田中敏弘、飯田裕康が異日同音に語っているよう
に181、本文庫のもう一つ貴重な面は、その蔵書のい
くつかにさまざまな形でメンガーがおこなった書き
込みが残されていて、それがメンガーの『経済学原
理』の形成過程の究明、ひいては『原理』の射程と
その将来へのひろがりの検討にとって不可欠の資料
をなしていることである。これらの書き込みのいく
つかはつとにカウダーにより解読、紹介されるとと
もに、そのカウダーは『限界効用理論の歴史』 (1965
年、斧田好雄訳）によって、八木紀一郎の『オース
トリア経済思想史研究」（とくに第 2章）やそれに
先行する諸論文とともに上述の書き込みを踏まえた
研究の先鞭をつけている。
以上経済学史研究者の一人としていくつかの角度． 
からメンガー文庫の資料的価値の一端を眺めてきた
が、今回その中核をなす第 8セクションまでのマイ
クロフィルムが本学図書館に所蔵されることになっ
た。すでに述べたことから了解されるように、メン
ガー文庫は経済、社会思想史研究者の垂涎の的であ
り、なればこそ全国津津浦浦の研究者がこの文庫を
訪れ、さまざまな仕方で自己の研究に生かしてきた。
それがいまや私たちは居ながらにして簡単にこれを
利用できるようになったのである。至福のきわみと
いわなければならない。
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注
(1) 現在一橋大学には約19000冊しか存在しないのは夫人
と子息カールヘの蔵書の一部の遺贈、東大経済学部
への44件80冊の譲渡、不明の理由にもとづく流出な
どによる。この点については大塚金之助「カール・
メンガー文庫の思い出」、後掲著作集452-453ページ、
岩本吉弘「メンガー文庫と大塚金之助 1923年～24
年」、『學燈』 1996年4月号参照。
(2) 以下の叙述は大塚金之助「夏のヴィエンナ」、同「秋
のヴィエンナ」、同「佐野善作あて公務通信と私信」、
詞「カール・メンガー文庫の息い出」、同「大学教師
生活の思、い出(2)」（『大塚金之助著作集』第 1巻所
収）をもとにし、あわせて八木紀一郎「メンガー文
庫とその持ち主」、『學燈』 1995年6月号、岩本吉弘、
前掲論文を参照した。
(3) 大塚金之助「カール・メンガー文庫の思い出」では
「40以上の大きな箱」。本文の数字は同「秋のヴィエ
ンナ」の記述による。
(4) 八木紀一郎、前掲論文、前掲誌、 6 ~ 7ページ。
(5) 『カール・メンガー文庫ーマイクロ版集成』（カタロ
グ）、丸善。
(6) サ；•本吉弘、前掲論文、前掲誌、 30ページ。
(7) 丸善刊行の前掲カタログ。
(8) lwJ I．．カタログ。
補注）1，ilI．．カタログによる。
くしげたこういち 経済学部教授〉
